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審   査   の   要   旨 
 
 流域滞溜時間は、流域内の水の貯留量と流動の速度・経路を反映する優れた指標であり、これまで様々な方
法によって推定する試みがなされてきた。しかしながら、流域における水循環の構造は空間的に複雑であり、
かつ時間的に変化する。従来の推定法はそうした特性を考慮できないものが多く、その信頼性に限界があった。
本研究で提案された手法はこれらの欠点を克服するものであり、利用価値が高い。また、実測データをもとに
滞溜時間分布のダイナミックな変化を示した点は学術的に新規性が高く、今後の研究に及ぼす影響が大きい。
さらに、流域滞溜時間がフローよりもストックに大きく規定されており、主要なリザバーである地下水貯留量
を介して地形による制約を受けているという事実は、流域水文学における重要な新知見であると評価できる。
これらの知見ならびに本研究で開発されたモデルは、工場や原子力発電所の事故等によって汚染された流域の
修復にかかる時間スケールや汚染物質の到達時間を見積る際に有用であり、社会的な意義も大きい。 
平成26年1月28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
